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橋
杭
岩
と
、
く
し
も
と
大
橋
（
和
歌
山
県
串
本
町
）

橋杭岩は和歌山県串本町の海岸か
ら紀伊大島へ向かって、約850メ
ートルにおよび立ち並ぶ奇岩群。
伝説の一つによると、海岸から沖
合の島へ架橋できるか否か天邪鬼
と賭けをした弘法大師が一夜にし
て立てたという。負けを恐れた天
邪鬼が鶏の鳴き真似をしたので、
弘法大師はあきらめて橋杭を残し
て立ち去った。

国
連
は
、「
飢
餓
の
根
絶
と
天
然
資
源
の
保
全

に
お
い
て
、
家
族
農
業
が
大
き
な
可
能
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
」、
2
0
1
4
年

を
国
際
家
族
農
業
年
に
定
め
た
。
最
近
の
日
本
で

は
肩
身
が
狭
い
家
族
農
業
を
国
連
は
大
切
に
し
て

い
る
の
だ
。
F
A
O（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）の
事

務
局
長
は
、お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
家
族
農
業
こ
そ
が
持
続
可
能
な
食
料
生
産
を

行
い
、
多
様
な
農
業
活
動
に
よ
っ
て
環
境
と
生
物

多
様
性
を
保
全
す
る
役
割
を
果
た
す
」

世
界
の
飢
餓
人
口
は
約
9
億
人
に
の
ぼ
る
。
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
で
主
食
が
自
給
で
き
な
い
の

が
、
そ
の
大
き
な
理
由
だ
。
大
規
模
な
農
業
投
資

や
、
主
食
で
は
な
く
換
金
作
物
を
栽
培
す
る
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
飢
餓
問
題
の
解
決
に
は
つ
な

が
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
貧
し
い
人
た
ち
は
、
高
い

輸
入
食
料
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
。
い
ま
必
要
な

の
は
、
途
上
国
の
自
給
的
な
小
規
模
農
業
に
対
す

る
顔
の
見
え
る
援
助
で
あ
る
。

途
上
国
だ
け
で
な
く
、
欧
米
や
日
本
で
も
地
域

を
支
え
て
い
る
の
は
家
族
農
業
だ
。
し
か
し
、
日

本
で
は
一
貫
し
て
産
業
化
・
大
規
模
化
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。「
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す

る
者
の
参
入
の
促
進
等
に
よ
る
農
用
地
の
利
用
の

効
率
化
」
を
目
指
す
農
地
中
間
管
理
事
業
法
は
、

そ
の
徹
底
化
だ
。「
高
齢
の
農
家
や
兼
業
農
家
か

ら
農
地
を
取
り
上
げ
る
の
が
実
態
だ
」
と
い
う
声

も
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
が
国
際
家
族
農
業
年
の

理
念
に
反
し
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
家
族
農
業
は
「
小
さ
な
農
」
だ
が
、

弱
い
農
業
で
は
な
い
。
農
外
収
入
に
よ
っ
て
農
業

の
持
続
性
を
担
保
し
、
多
品
目
少
量
栽
培
で
食
べ

る
人
と
つ
な
が
り
、
自
給
率
の
下
支
え
を
し
て
い

る
。
家
族
農
業
者
や
半
農
半
X
の
若
者
が
大
規
模

農
業
の
パ
ー
ト
と
し
て
働
き
、
協
力
し
合
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
家
族
」
と
は
、
旧
来
の

概
念
の
家
族
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
夫
婦

別
姓
の
新
規
就
農
者
も
友
人
同
士
の
経
営
も
あ
っ

て
よ
い
。
さ
ら
に
、
家
族
農
業
の
後
継
者
が
血
縁

者
で
な
く
て
も
よ
い
。
今
後
は
、
農
を
志
す
非
農

家
出
身
者
へ
の
継
承
も
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ

れ
ら
す
べ
て
が
、
環
境
と
生
物
多
様
性
を
保
全
す

る
持
続
可
能
な
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
。

経
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得
安
定
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策
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今
年
は
国
際
家
族
農
業
年
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モ
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ャ
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ナ
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江
　
正 
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お
お

え

た
だ

あ
き
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経営所得安定対策の見直しについて

は
じ
め
に

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
で
は
、

第
三
十
条
（
農
産
物
の
価
格
の
形
成
と

経
営
の
安
定
）
で
、
次
の
よ
う
に
規
定

し
て
い
ま
す
。

第 

三
十
条　

国
は
、
消
費
者
の
需
要
に

即
し
た
農
業
生
産
を
推
進
す
る
た

め
、
農
産
物
の
価
格
が
需
給
事
情
及

び
品
質
評
価
を
適
切
に
反
映
し
て
形

成
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

二　
 

国
は
、
農
産
物
の
価
格
の
著
し
い

変
動
が
育
成
す
べ
き
農
業
経
営
に
及

ぼ
す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

農
業
は
気
象
等
の
自
然
条
件
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
産
業
で
あ
り
、豊
作
・

凶
作
に
よ
る
収
穫
量
や
価
格
の
変
動
が

大
き
い
な
ど
、
経
営
所
得
の
減
少
な
ど

が
生
じ
や
す
く
、
農
業
者
の
自
助
努
力

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
国

に
対
し
、
農
産
物
価
格
の
著
し
い
変
動

か
ら
農
業
経
営
を
守
る
た
め
に
、
経
営

の
安
定
に
貢
献
す
る
施
策
を
講
じ
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
各
種
の
制
度
や
事
業
に
よ
り

一
定
の
助
成
を
す
る「
経
営
安
定
対
策
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
型
農
業
で
は
、
平
成
十
九

年
度
に
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

（
平
成
十
九
年
十
二
月
に
水
田
・
畑
作

経
営
所
得
安
定
対
策
に
名
称
変
更
）
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

① 

施
策
の
対
象
者
：
担
い
手
で
あ
る
認

定
農
業
者
と
集
落
営
農
組
織

② 

経
営
規
模
の
要
件
：
原
則
、
認
定
農

業
者
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
（
北
海
道

は
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
）、
集
落
営

農
組
織
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

③ 

支
援
内
容
：
過
去
の
生
産
実
績
に
基

づ
き
支
援
す
る
生
産
条
件
不
利
補
正

交
付
金
と
農
産
物
の
販
売
収
入
の
減

収
分
を
補
填
す
る
収
入
減
少
影
響
緩

和
交
付
金
の
二
つ
の
対
策

④ 

支
援
対
象
品
目
：
米
、
麦
、
大
豆
、

て
ん
菜
、
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い

し
ょ
（
た
だ
し
、
米
は
生
産
条
件
不

利
補
正
交
付
金
か
ら
は
除
外
）。

な
お
、
当
初
は
施
策
対
象
者
を
一
定

規
模
の
担
い
手
に
限
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
零
細
・
小
規
模
農
家
か
ら
切
り
捨

て
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た

た
め
、
同
年
十
二
月
に
対
象
要
件
を
緩

和
し
、
市
町
村
の
判
断
で
小
規
模
零
細

農
家
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
に
変
更
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
一
年
九
月
に
民

主
党
政
権
と
な
り
、
水
田
・
畑
作
所
得

経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
国
内
農
業

の
体
質
強
化
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
対
象
を

国
が
経
営
規
模
に
よ
り
選
別
し
、
小
規

模
農
家
を
切
り
捨
て
る
手
法
で
あ
る
と

の
評
価
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

同
対
策
で
は
、
全
て
の
販
売
農
家
を
担

い
手
と
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

見
直
し
の
背
景

民
主
党
が
掲
げ
た
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
が
政

権
交
代
前
か
ら
構
造
政
策
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
る
と
し
、
政
権
公
約
に
も
同

制
度
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
。
政
権
交
代
に
よ
り
、
自
民

党
内
に
昨
年
二
月
に
農
業
基
本
政
策
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
中
で
、
経
営
所
得
安
定
対
策

の
見
直
し
と
多
面
的
機
能
支
払
い
の
創

設
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
約
一

年
検
討
を
進
め
、
制
度
設
計
の
全
体
像

が
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本

部
で
決
定
、
ま
た
「
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」（
平
成
二
十

五
年
十
二
月
十
日
決
定
）
に
お
い
て
、

麦
・
大
豆
等
の
生
産
拡
大
を
図
る
観
点

か
ら
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

政策解説

～麦・大豆等を含む水田活用対策を充実～
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を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

見
直
し
の
概
要

今
般
の
見
直
し
で
は
、
主
食
用
米
の

消
費
量
の
減
少
傾
向
を
ふ
ま
え
、
需
要

に
見
合
っ
た
生
産
を
推
進
し
な
が
ら
、

水
田
を
フ
ル
活
用
し
、
食
料
自
給
率
・

食
料
自
給
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
飼
料
用
米

等
へ
の
数
量
払
の
導
入
や
、
多
収
性
専

用
品
種
へ
の
取
り
組
み
、
加
工
用
米
の

複
数
年
契
約
に
対
す
る
支
援
な
ど
、麦
・

大
豆
等
を
含
む
水
田
活
用
対
策
を
充
実

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
一
） 

畑
作
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

（
ゲ
タ
対
策
）

本
交
付
金
は
、「
農
業
の
担
い
手
に

対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の

交
付
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
担
い

手
経
営
安
定
法
）
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
、
麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
粉
原

料
用
ば
れ
い
し
ょ
、
そ
ば
、
な
た
ね
を

生
産
す
る
農
業
者
に
対
し
交
付
す
る
も

の
で
す
。
平
成
二
十
六
年
産
に
つ
い
て

は
現
行
ど
お
り
、
予
算
措
置
で
す
べ
て

の
販
売
農
家
・
集
落
営
農
が
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
二
十
七
年
産
か
ら
は
担
い

手
経
営
安
定
法
を
改
正
し
、
新
し
い
対

象
者
要
件
で
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
お

糖度：てん菜の重量に対するショ糖の含有量 

（円／ｔ） 

でん粉含有率：ばれいしょの重量に対するでん粉の含有量 

（円/60kg） 

（円／45kg） 

小麦 

（円／単位数量） 大麦・はだか麦 

大豆 （円/60kg） 

てん菜 （円／ｔ） でん粉原料用ばれいしょ 

等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分 
特定加工用：豆腐・油揚、しょうゆ、きなこ等製品の段階において、大豆の原形をとどめない用途に使用する大豆 

そば なたね （円/60kg） 

等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分。Ａ～Ｄランク：たんぱく質の含有率等の違いで区分 

等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分。Ａ～Ｄランク：白度やたんぱく質の含有率等の違いで区分 

等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分 
注：27年産からは規格外について支援の対象から除外 

品質区分  １等  ２等  
（等級/ランク）  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
二条大麦 5,190円 4,770円 4,650円 4,600円 4,330円 3,910円 3,780円 3,730円 （50kg当たり） 
六条大麦 5,860円 5,440円 5,310円 5,260円 4,830円 4,410円 4,290円 4,240円 （50kg当たり） 
はだか麦 7,650円 7,150円 7,000円 6,910円 6,080円 5,580円 5,430円 5,350円（60kg当たり） 

品質区分（等級） １等 ２等 ３等 

普通大豆 12,520円 11,830円 11,150円 

特定加工用大豆 10,470円 

品質区分 １等 ２等 ３等 規格外(等級)  

そば 14,700円 13,990円 13,190円 9,980円

品質区分 
（品種） 

キザキノナタネ 
その他の品種 ナナシキブ 

キラリボシ 
なたね 9,850円 9,110円 

品質区分   16.3度 
  

（糖度） (▲0.1度ごと)  (＋0.1度ごと)

てん菜 ▲62円 7,260円 ＋62円 

品質区分 １等 ２等 
（等級/ランク） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

小麦 6,410円 5,910円 5,760円 5,700円 5,250円 4,750円 4,600円 4,540円 

品質区分   19.5％  
(でん粉含有率)  (▲0.1％ごと) (＋0.1％ごと)  

でん粉原料用
ばれいしょ ▲64円 12,840円 ＋64円 

 ※ パン・中華麺用品種については、上記の単価に2,550円/60kgを加算。  

　麦、大豆等の畑作物については、地域間、農業者間の品質の格差が大きいため、数量払の交付単価
において、品質に応じて単価の増減を行います。
※ そばについて、26年産は未検査品を、27年産は規格外品を支援の対象から外します。

■参考１　畑作作物の直接支払交付金　数量払の交付単価

（農林水産省資料より）
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り
、具
体
的
に
は
担
い
手
育
成
を
狙
い
、

認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
・
認
定
就
農

者
を
対
象
と
し
、
以
前
の
水
田
・
畑
作

所
得
経
営
安
定
対
策
の
よ
う
に
面
積
規

模
要
件
は
課
さ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
払
に
つ
い
て
は
、
数
量

払
を
基
本
と
し
、
面
積
払
（
営
農
継
続

支
払
）
を
そ
の
内
金
と
し
て
支
払
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。（
各
種
支
払
単

位
は
「
参
考
1
」）

（
二
）
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

現
行
は
、
水
田
で
麦
、
大
豆
、
米
粉

用
米
、
飼
料
用
米
等
の
戦
略
作
物
を
生

産
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、
主
食
用
米

並
み
の
所
得
を
確
保
し
得
る
水
準
の
交

付
金
を
面
積
払
で
直
接
交
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
の
実
情
に
即
し
て
、麦
・

大
豆
等
の
戦
略
作
物
助
成
の
対
象
作
物

の
生
産
性
向
上
等
の
取
り
組
み
、
地
域

振
興
作
物
や
備
蓄
米
の
生
産
の
取
り
組

み
等
を
支
援
す
る
産
地
資
金
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
①
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米

に
つ
い
て
は
、
収
量
に
応
じ
て
十
ア
ー

ル
あ
た
り
五
・
五
万
〜
十
・
五
万
円
と

す
る
数
量
払
い
を
導
入
し
、
②
麦
・
大

豆
・
飼
料
作
物
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
加
工

用
米
へ
の
支
援
単
価
は
継
続
す
る
と
と

も
に
、
産
地
資
金
を
「
産
地
交
付
金
」

に
名
称
変
更
し
、
飼
料
用
米
・
米
粉
用

米
に
つ
い
て
の
多
収
性
専
用
品
種
へ
の

取
り
組
み
、
加
工
用
米
の
複
数
年
契
約

（
三
年
間
）
の
取
り
組
み
に
対
し
、
十

ア
ー
ル
あ
た
り
一
・
二
万
円
を
交
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
産
地

交
付
金
の
交
付
要
件
と
し
て
、「
水
田

フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
交
付

要
件
と
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
米
の
直
接
支
払
交
付
金

米
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
と
の
生
産

条
件
格
差
か
ら
生
じ
る
不
利
は
な
く
、

構
造
改
革
に
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
あ
る
こ

と
か
ら
、二
十
六
年
産
米
か
ら
単
価
を
、

現
行
十
ア
ー
ル
一
・
五
万
円
を
七
千
五

百
円
に
削
減
し
た
上
で
、
平
成
二
十
九

年
産
ま
で
実
施
、
平
成
三
十
年
に
廃
止

 
  

② 二毛作助成  
 ▼　水田における主食用米と戦略作物助成の対象

　作物、又は戦略作物助成の対象作物同士の組み
　合わせによる二毛作を支援します。

▼　地域で作成する「水田フル活用ビジョン」に基づく、①水田における麦、大豆
　等の生産性向上等の取組、②地域振興作物や備蓄米の生産の取組等を支援します。

▼　国から配分する資金枠の範囲内で、都道府県や地域農業再生協議会が助成内
　容（交付対象作物・取組・単価等）を設定できます。

▼　また、地域の取組に応じた追加配分（下表参照）を行います。

１５，０００円／10a

１３，０００円／10a

③ 耕畜連携助成 
 ▼　耕畜連携の取組（飼料用米のわら利用、

　水田放牧、資源循環）を支援します。

作付パターン（例） 交付金額（10ａ当たり） 

 主食用米 ＋   麦  （米の直接支払）   ＋  

     麦    ＋    大豆    ３.５万円  ＋ 

 飼料用米 ＋   麦   5.5～10.5万円
5.5～10.5万円 1.5万円

1.5万円

1.5万円
1.5万円

 ＋  

 米粉用米 ＋ 飼料用米    ＋  

④ 産地交付金 
 

  
 

対象作物 取組内容 追加交付単価 

飼料用米 
米粉用米 多収性専用品種への取組 １２，０００円/10a

１２，０００円/10a

７，５００円/10a

 

加工用米 複数年契約（３年間）の取組  

備蓄米 平成 6年産政府備蓄米の買入入札における落札 
※平成23年度に県別優先枠として配分した６万トンについては対象外。  

 

そば 
なたね 作付の取組 20,000円/10a（基幹作）

15,000円/10a（二毛作）
 
 

（農林水産省資料より）
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す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
四
）収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策（
ナ
ラ
シ
）

同
対
策
は
、対
策
加
入
者
の
収
入
減
少

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
米
、
麦
、
大
豆
等
の
販
売
収
入

額
が
、標
準
的
収
入
よ
り
下
が
っ
た
場
合

に
、そ
の
差
額
の
九
割
を
補
填
す
る
も
の

で
す
。補
填
を
受
け
る
に
は
、対
策
加
入

者
も
予
め
一
定
額
の
積
立
金
を
拠
出
す

る
必
要
が
あ
り
、差
額
九
割
に
対
し
、対

策
加
入
者
一
、国
が
三
の
割
合
で
補
填
し

ま
す
。新
た
な
対
策
で
は
、二
十
六
年
産

に
つ
い
て
は
現
行
通
り
実
施
し
、二
十
七

年
産
か
ら
は
担
い
手
経
営
安
定
法
を
改

正
し
、認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
・
認
定

就
農
者
を
対
象
と
し
、規
模
要
件
は
課
さ

な
い
こ
と
、二
十
六
年
産
に
限
っ
て
ナ
ラ

シ
対
策
非
加
入
者
に
対
す
る
影
響
緩
和

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
五
）
米
価
変
動
補
填
交
付
金

米
価
下
落
時
に
標
準
的
販
売
価
格
と

の
差
額
を
補
填
す
る
交
付
金
で
す
。こ
の

交
付
金
に
つ
い
て
は
生
産
者
の
負
担（
拠

出
）が
な
く
、十
割
補
填
で
あ
る
た
め
、生

産
者
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
、ま
た
、米
価
変
動
に
対
す
る
影
響

緩
和
対
策
と
し
て
は
、従
来
か
ら
、生
産
者

拠
出
を
伴
う
ナ
ラ
シ
対
策
が
あ
る
た
め
、

平
成
二
十
六
年
産
か
ら
廃
止
し
、ナ
ラ
シ

対
策
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１ 
水田で麦、大豆、飼料用米、米粉用米等の作物を生産する農業者に対して交付金を
直接交付することにより、水田のフル活用を推進し、食料自給率・自給力の向上を
図ります。

水田活用の直接支払交付金

 

 

（１）支援内容 

① 戦略作物助成 

対象作物 交付単価 

麦、大豆、飼料作物 ３５，０００円／10ａ 
ＷＣＳ用稲 ８０，０００円／10ａ 
加工用米 ２０，０００円／10ａ 

飼料用米、米粉用米 収量に応じ、 
５５，０００円～１０５，０００円／10a

飼料用米と米粉用米
への支援の仕組みが
変わるんだね！

 

助成額
（万円 /10a）

 
 

数量払いの単価（傾き）：約 167 円 /kg 

単収（kg/10a） 530 380 

5.5万 

8.0万 

（標準単収値） 

10.5万 

680 ※ ※ ※ 

＜飼料用米、米粉用米の交付単価のイメージ＞ 
収量が上がるほど助成額が
増えるのかぁ・・・ 
努力が報われる仕組みだね！  

 

・数量払いによる助成については、
　農産物検査機関による数量の確認
　を受けていることを条件とします。

 

・※は全国平均の平年単収（標準単
　収値）に基づく数値であり、各地
　域への適用に当たっては、市町村
　等が当該地域に応じて定めている
　単収（配分単収）を適用します。 

■参考２

（農林水産省資料より）
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町
の
概
要

輪
之
内
町
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
長
良
川
・
揖
斐
川
の
二
大
河
川
に
囲
ま

れ
た
低
湿
地
の
輪
中
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
は
幾
多
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
先
人
の
英
知
と
努
力
で
克
服
し
、
そ

の
清
流
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と
培

わ
れ
て
き
た
風
土
を
活
か
し
、
輪
中
文
化
を

受
け
継
ぐ
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
人
口
は
1
0
、
0
2
8
人
（
平
成
22
年

国
勢
調
査
）
で
、
企
業
の
進
出
や
宅
地
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
緩
や
か
な
が
ら
増
加
し
続

け
て
お
り
ま
す
。
面
積
は
22
・
36
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
う
ち
約
半
分
が
農
地
で
あ
り
、

「
ハ
ツ
シ
モ
」
と
い
う
品
種
の
お
米
の
産
地

で
す
。

1
9
5
4
年
に
仁
木
村
、
福
束
村
、
大
藪

町
が
合
併
し
て
輪
之
内
町
が
誕
生
し
て
以

来
、
町
制
60
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
輪
之
内
ス
マ
イ
ル
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
を
地
域
活
性
化
や
防
災
な
ど
多
面
的

に
活
用
し
た
り
、
企
業
誘
致
活
動
を
継
続
し

て
推
進
す
る
な
ど
多
彩
な
事
業
を
行
い
、「
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
具
現
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

取
組
の
動
機

「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」
構
築
に
む
け
た
取

組
は
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
輪
之
内
町
を
代

表
す
る
よ
う
な
特
産
品
を
つ
く
れ
な
い
か
と

 
わ
 

の
 

うち
 

ちょう

輪之内町岐阜県

岐阜県

Ｎ

輪之内町

△
 
本戸輪中堤からの眺望（田んぼアートが望める）

△

 輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
第
一
弾　

豆
乳
リ
ゾ
ッ
ト

ジ
ェ
ラ
ー
ト

「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」構
築
に
む
け
て

現地レポート

地域資源を
活かした
活性化策

〜「
食
」を
通
じ
た
2
つ
の
取
組
〜
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い
う
就
任
以
来
の
熱
い
思
い
が
き
っ
か
け
で

し
た
。「
輪
之
内
ら
し
さ
」
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
、
輪
之
内
の
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
る
も
の
が
少
な
い
中
で
、
こ
れ
ぞ
我
が
町

の
特
産
品
と
呼
べ
る
物
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
農
業
者
を
中
心

と
し
た
町
民
の
間
で
も
、
稲
作
に
適
し
た
気

候
、
良
質
な
水
で
栽
培
さ
れ
る
輪
之
内
町
産

品
が
「
輪
之
内
町
産
」
と
し
て
消
費
者
の
元

に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
な
ん
と
か

打
開
し
、「
輪
之
内
町
産
」
と
し
て
広
く
流

通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い

が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
共
通
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
次
の
2

つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

取
組
の
経
緯

☆
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
の
開
発

輪
之
内
産
の
食
材
を
使
用
し
た
商
品
開
発

を
進
め
る
た
め
、
平
成
20
年
9
月
に
特
産
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
し

た
。
町
民
有
志
で
構
成
さ
れ
た
2
チ
ー
ム
と

町
職
員
で
構
成
さ
れ
た
2
チ
ー
ム
、
計
4

チ
ー
ム
の
編
成
で
、
当
初
は
具
体
的
な
ジ
ャ

ン
ル
に
拘
ら
ず
各
チ
ー
ム
で
開
発
を
進
め
ま

し
た
。
翌
平
成
21
年
1
月
に
各
チ
ー
ム
の
開

発
品
の
試
食
会
を
行
い
、味
や
見
た
目
の
他
、

商
品
化
な
ら
び
に
恒
常
的
に
販
売
で
き
る
か

な
ど
の
観
点
か
ら
、
町
職
員
の
考
案
し
た
ハ

ツ
シ
モ
米
を
混
ぜ
込
ん
だ
「
お
米
ア
イ
ス
」

と
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」
と
い
う
品
種
の
大
豆
の

豆
乳
を
使
用
し
た
「
黒
ご
ま
豆
乳
プ
リ
ン
」

に
絞
り
込
み
、
こ
の
2
品
を
商
品
化
し
町
の

Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
2
品
と
も
「
ス
イ
ー
ツ
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
に
「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」
の

言
葉
も
誕
生
し
ま
し
た
。

☆
ハ
ツ
シ
モ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

前
述
し
た
よ
う
に
輪
之
内
町
は
「
ハ
ツ
シ

モ
」と
い
う
品
種
の
米
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

「
ハ
ツ
シ
モ
」
は
流
通
量
が
少
な
く
、
ほ
と

ん
ど
が
岐
阜
県
内
で
消
費
さ
れ
る
た
め
「
幻

の
米
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

大
粒
で
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
が
魅
力
で
、

冷
め
て
も
お
い
し
い
と
い
っ
た
特
徴
も
あ

り
、
首
都
圏
や
関
西
で
は
寿
司
米
と
し
て
の

需
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
徳
川
幕
府
時

代
に
幕
府
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
た
現
在
の

輪
之
内
町
は
、「
御
膳
籾
」
と
い
わ
れ
る
江

戸
城
で
食
さ
れ
る
米
を
供
出
し
て
い
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
輪
之
内
町
産
の
出

荷
量
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、「
輪
之
内

町
産
」
と
し
て
他
産
地
と
区
分
さ
れ
て
市
場

に
流
通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
平
成
25
年
に
江
戸
時
代
に
は
江
戸

城
で
も
食
べ
ら
れ
て
い
た
良
質
な
「
輪
之
内

町
産
」
ハ
ツ
シ
モ
を
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
販
売
で
き
な
い
か
、
と
い
う
農
業
者
か
ら

の
声
を
き
っ
か
け
に
し
、
独
自
の
ル
ー
ト
で

全
国
に
通
用
す
る
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
内
容

☆ 

輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
化
と
認
定

制
度

「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
2
品
を
選

定
し
ま
し
た
が
、
商
品

化
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
初
か

ら
公
設
公
営
で
は
な
く

民
間
の
力
を
活
用
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、
施
設
面
な
ど

で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

こ
と
も
あ
り
、
な
か
な

か
取
り
組
ん
で
く
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

が
、
開
発
品
へ
の
誇
り

と
町
を
良
く
し
た
い
と
い
う
強
い
郷
土
愛
を

持
ち
続
け
て
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
試
食

や
臨
時
販
売
を
地
道
に
続
け
て
い
た
と
こ

ろ
、
イ
ベ
ン
ト
で
知
り
合
っ
た
隣
市
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
店
が
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
の
厳
選
素
材
を
使
っ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
有
名
な
お
店
で
、
コ
ン
セ
プ

ト
が
合
致
し
、
情
熱
を
評
価
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
決
め
手
に
な
り
、
平
成
23
年
2
月

に
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
第
1
弾
と
し
て
ハ
ツ
シ

モ
米
と
フ
ク
ユ
タ
カ
大
豆
を
使
っ
た
「
豆
乳

リ
ゾ
ッ
ト
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
が
、
さ
ら
に
1
年

後
に
は
「
贅
沢
黒
ご
ま
豆
乳
プ
リ
ン
」
が
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
町
と
事
業
者
が
提
携
し
て

特
産
品
が
発
売
さ
れ
た
と
し
て
新
聞
な
ど
メ

デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
「
隣
市
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
」
が
町
民

△

 輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
第
一
弾　

豆
乳
リ
ゾ
ッ
ト

ジ
ェ
ラ
ー
ト

△

 「特
産
品
製
造
販
売
業
務
提
携
覚
書
締
結
式
の
様
子
」
木
野
町
長（
左
）
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の
心
を
動
か
し
、
輪
之
内
町
民
と
し
て
負
け

て
ら
れ
な
い
と
新
し
い
特
産
品
を
考
え
る
店

が
次
々
と
現
れ
て
、
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
と
し

て
認
定
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
増
え
て
き

た
た
め
、
こ
れ
を
体
系
化
す
る
た
め
に
「
輪

之
内
ス
イ
ー
ツ
認
定
制
度
」
を
創
設
し
ま
し

た
。認

定
制
度
は
町
産
農
産
物
を
使
用
す
る
こ

と
が
条
件
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
味
や
見

た
目
、
食
感
な
ど
商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
だ

け
で
は
な
く
、「
地
域
活
性
化
に
資
す
る
イ

ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
か
」「
輪

之
内
ス
イ
ー
ツ
認
定
店
と
し
て
相
互
に
協
力

で
き
る
か
」
な
ど
、
申
請
者
の
ま
ち
お
こ
し

へ
の
熱
意
や
や
る
気
も
認
定
の
審
査
対
象
と

な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て「
輪

之
内
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
認
定
で
き
る
か
ど

う
か
を
町
民
や
有
識
者
、
栄
養
士
な
ど
多
様

な
人
材
で
構
成
さ
れ
た
認
定
委
員
会
で
試
食

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
審
査
し
、
認
め
ら

れ
た
店
・
商
品
だ
け
が
「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」

と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

26
年
2
月
現
在
、
4
店
舗
16
品
目
が
「
輪
之

内
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
店
舗
で

は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
積
極

的
に
販
売
を
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

☆
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
の
誕
生

日
本
国
内
に
は
た
く
さ
ん
の
米
の
品
種
と

銘
柄
米
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
輪
之
内
町

産
の
ハ
ツ
シ
モ
を
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

消
費
者
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
後
発
の
ブ

ラ
ン
ド
を
よ
り
広
く
消
費
者
に
認
知
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
輪
之
内
町
の
歴
史
を
活
用
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
か
つ
て
江
戸
時
代
に

徳
川
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
り
、
江
戸
城
へ
米

を
供
出
し
て
い
た
史
実
に
注
目
し
ま
し
た
。

輪
之
内
町
の
あ
る
美
濃
地
方
の
「
美
濃
米
」

は
古
く
か
ら
天
皇
の
大
嘗
祭
の
米
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
り
、
江
戸
市
中
で
も
お
い
し
い

物
の
代
名
詞
と
さ
れ
た
よ
う
に「
う
ま
い
米
」

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
美
濃

地
方
の
輪
之
内
町
内
で
栽
培
さ
れ
た
米
が

「
御
膳
籾
」
と
し
て
江
戸
城
で
食
べ
ら
れ
て

い
た
ほ
ど
良
質
な
も
の
で
あ
っ
た
歴
史
を
後

世
に
も
伝
え
、
伝
統
的
な
米
作
り
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
「
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
」

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
趣
旨
に
賛

同
し
て
「
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
」
を
栽
培
す

る
営
農
組
合
を
組
合
員
と
し
て
生
産
組
合
を

設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
な
販

売
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
販
売
業
者
を
探

す
こ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
高
品
質
で
し
か

も
そ
の
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
と
い
う
課
題
が

浮
か
び
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
徳
川

将
軍
家
御
膳
米
」
を
独
占
し
て
販
売
す
る
こ

と
を
条
件
に
販
売
業
者
を
選
定
し
、
栽
培
に

取
り
組
む
全
て
の
営
農
組
合
が
同
じ
品
質
で

提
供
で
き
る
よ
う
輪
之
内
の
良
質
な
地
下
水

を
使
用
し
て
、
肥
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
安
心

安
全
な
米
を
提
供
す
る
た
め
に
、
農
薬
を
通

常
よ
り
30
％
削
減
す
る
な
ど
厳
格
に
定
め
ら

れ
た
栽
培
方
法
を
全
組
合
員
に
徹
底
・
管
理

す
る
こ
と
で
そ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
産
者
・
行
政
・
販
売
業
者
の
3

者
が
協
定
を
締
結
し
、
生
産
組
合
は
良
い
米

の
出
荷
、
業
者
は
販
路
の
開
拓
、
行
政
は
Ｐ

Ｒ
な
ど
後
方
支
援
と
役
割
を
分
担
し
て
、「
徳

川
将
軍
家
御
膳
米
」
が
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て

認
知
さ
れ
、
流
通
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
田
植
え
や

稲
刈
り
、
大
試
食
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実
施

や
名
古
屋
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
等

で
の
販
売
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

△

 収
穫
し
た
ば
か
り
の
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
大
試

食
会
の
様
子

△

 「生
産
者
・
販
売
者
・
行
政
の
三
者
の
協
力
で
推
進
」
木
野
町
長（
中
央
）



春
泥
を
ま
た
げ
ば
靴
の
紐
笑
う青

木
啓
泰

季
語
は
「
春
泥
（
し
ゅ
ん
で
い
）」。
雨
に
よ

る
ぬ
か
る
み
は
春
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
雪
や
凍
土
が
解
け
て
で
き
た
ぬ
か
る
み
ゆ

え
に
「
春
の
泥
」
と
い
わ
れ
、季
語
に
な
っ
た
。

舗
装
の
進
ん
だ
都
市
部
で
は
あ
ま
り
見
る
機
会

は
な
い
が
、
農
村
の
畑
中
や
里
山
の
未
舗
装
道

路
で
は
あ
り
え
る
こ
と
。

作
者
は
た
ま
た
ま
通
っ
た
道
の
「
春
泥
」
を

避
け
ず
に
大
き
く
ま
た
ご
う
と
し
て
、「
靴
の

紐
」
が
ほ
ど
け
て
し
ま
っ
た
状
態
を
「
靴
の
紐

笑
う
」
と
表
現
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
こ
の
擬

人
的
表
現
が
お
も
し
ろ
み
に
な
っ
て
い
る
。

さ
へ
づ
り
に
誘
は
れ
庭
へ
鉢
を
出
す

岸
本
砂
郷

「
さ
へ
づ
り
（
囀
り
）」
が
春
の
季
語
。
暖
か

く
な
る
と
小
鳥
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
行
動

範
囲
が
広
く
な
り
、
珍
し
い
小
鳥
が
家
の
近
く

に
や
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
時
季
は
彼

ら
の
恋
の
季
節
で
あ
り
、「
囀
り
」
は
雄
鳥
の

雌
へ
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
。
穏
や
か
な
気
候
に
な
り

元
気
な
「
囀
り
」
を
聞
く
と
人
間
も
外
へ
誘
わ

れ
て
庭
仕
事
に
も
精
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
作
者
は
冬
の
間
は
寒
さ
し
の
ぎ
で
、
室

内
に
置
い
て
あ
っ
た
鉢
植
え
植
物
を
「
庭
へ
出

す
」
と
、
季
節
の
移
ろ
い
を
詠
ん
で
い
る
。

春
の
森
水
の
産
声
絶
え
間
な
く

片
桐
ひ
と
し

季
語
は
「
春
の
森
」。
春
に
な
れ
ば
落
葉
樹

は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
樹
木
や
雑
草
類
も
新

芽
を
出
し
て
潤
い
の
あ
る
空
間
を
創
り
出
し
、

小
動
物
、
野
鳥
な
ど
も
姿
を
見
せ
始
め
る
。

一
方
で
雪
解
け
に
よ
り
地
中
の
水
も
潤
沢
に

な
り
、湧
水
や
小
川
の
水
量
も
増
し
て
く
る
。冬

の
間
に
水
枯
れ
し
て
い
た
所
も
新
し
い
水
の
流

れ
を
再
生
し
、流
れ
の
音
も
聞
こ
え
て
く
る
。そ

の
音
を
こ
の
句
で
は「
水
の
産
声
絶
え
間
な
く
」

と
水
の
勢
い
を
感
じ
る
表
現
を
し
て
、
さ
ら
に

新
し
い
命
の
誕
生
を
も
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
。
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現
状
と
課
題

☆ 
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
と
認
知
度
向
上

輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
は
前
述
し
た
よ
う
に
4

店
舗
16
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

に
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
が
認
定
さ
れ
て
か
ら
4

年
が
経
過
し
、
近
隣
市
町
で
は
認
知
度
も
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
最
近
は
「
か
わ
ば

た
く
ん
・
も
ろ
こ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
輪
之
内

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ち
な
ん
だ
ま
ん
じ
ゅ

う
が
発
売
さ
れ
た
り
、
た
い
焼
き
や
ク
ッ

キ
ー
を
開
発
し
た
い
と
い
う
町
内
の
事
業
者

も
出
て
き
ま
し
た
。
今
後
「
輪
之
内
ス
イ
ー

ツ
」
の
認
定
を
目
指
し
て
い
る
ス
イ
ー
ツ
の

候
補
も
着
実
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
既
存
の
認
定
品
も
含
め
て
、
認

知
度
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
消
費
者
に
「
食
べ
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
の
情

報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
し
、
遠
く
の
場
所
か

ら
で
も
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
中
か
ら
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

磨
き
上
げ
る

こ
と
が
課
題

で
す
。
そ
し

て
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
し
て

「
輪
之
内
ス

イ
ー
ツ
」
を

認
知
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
レ
ベ
ル
の
高
い

認
定
品
目
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

☆「
ハ
ツ
シ
モ
」
の
浸
透
と
用
途
の
拡
大

「
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
」
は
平
成
25
年
度

産
は
町
内
の
水
稲
作
付
面
積
の
5
％
程
度
の

作
付
面
積
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
食
べ
た
方
か
ら
は
、「
モ
チ
モ
チ
し
て

お
い
し
い
」「
通
常
の
ハ
ツ
シ
モ
と
比
べ
て

も
う
ま
い
」と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、

ハ
ツ
シ
モ
に
は
な
じ
み
の
な
い
名
古
屋
や
東

京
で
も
試
食
を
行
い
な
が
ら
販
売
し
た
と
こ

ろ
、
非
常
に
よ
い
反
応
で
し
た
。
し
か
し
、

全
体
的
に
は
「
ハ
ツ
シ
モ
」
の
知
名
度
は
低

く
、
一
般
的
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
に
比
べ
粘
り
気
が
少
な
い
な
ど
の
特
徴
か

ら
、
ま
だ
ま
だ
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
平
成
26
年
度
は
作
付
面

積
を
3
倍
に
増
や
す
と
と
も
に
、
粘
り
気
が

少
な
く
、
モ
チ
モ
チ
し
て
い
る
食
感
や
粒
が

大
き
い
特
徴
を
活
か
し
、
寿
司
や

チ
ャ
ー
ハ
ン
、
丼
に
も
最
適
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、「
徳

川
将
軍
家
御
膳
酒
」
と
い
う
日
本

酒
の
よ
う
な
加
工
品
を
作
る
な

ど
、
用
途
の
拡
大
も
課
題
で
す
。

両
方
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
輪
之
内
ら
し
い
特
産
品
を

「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認

知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
意
欲
あ
る
町
民
、

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
輪
之
内
町
と
し
て
は
今
後
と
も
「
仕

掛
け
づ
く
り
」
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

輪
之
内
町
長　

木
野
隆
之

△

 徳
川
将
軍
家
御
膳
米
パ
ッ
ケ
ー
ジ

△
 
輪之内町キャラクターかわばたくんともろこちゃん

△
 
認定店舗だけが使用で
きる輪之内スイーツロ
ゴマーク
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随 想

随随

想想

　

私
の
故
郷
由
良
町
は
、
和
歌
山
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西
は
紀
伊
水
道
に
面

し
て
遠
く
四
国
を
臨
み
、
そ
の
海
岸
線
に

は
、
氷
山
の
よ
う
に
真
っ
白
い
岬
が
突
出

し
、
石
灰
岩
の
奇
岩
が
点
在
す
る
そ
の
美

観
は
古
く
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
て
い
ま

す
。東
は
白
馬
山
脈
の
連
峰
を
境
と
し
て
、

北
は
有
田
郡
、
南
は
日
高
町
と
接
し
て
、

東
西
10
・
9
㎞
、
南
北
6
・
6
㎞
、
面
積

30
・
74
㎢
の
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
風
光
明

媚
な
町
で
す
。

由
良
港
は
、
天
然
の
良
港
で
港
内
は
広

く
、
水
深
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
22
ｍ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
船
舶
の
避
難
港
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
昭
和
48
年
に
三

井
造
船
株
式
会
社（
現（
株
）エ
ム
・
イ
ー
・

エ
ス
由
良
）
が
港
の
一
部
に
船
舶
修
理
工

場
を
、
昭
和
60
年
に
は
株
式
会
社
春
本
鐵

工
（
現（
株
）駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク
）
和
歌
山

工
場
が
操
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
港
を
中

心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

自
宅
か
ら
50
メ
ー
ト
ル
程
の
緩
や
か
な

細
い
坂
道
を
下
る
と
目
前
は
衣
奈
漁
港
、

私
が
育
っ
た
衣
奈
地
区
は
、
2
5
0
戸
余

の
半
農
半
漁
の
集
落
で
、
1
ト
ン
に
満
た

な
い
木
造
船
が
船
揚
場
に
整
然
と
陸
揚
げ

さ
れ
て
い
た
小
さ
な
の
ど
か
な
漁
港
で
し

た
。
今
は
、
二
車
線
道
路
が
湾
に
沿
っ
て

通
り
漁
港
施
設
の
物
揚
場
や
防
波
堤
、
埋

立
地
が
整
備
さ
れ
見
違
え
る
ほ
ど
変
貌
し

て
い
ま
す
が
、
我
が
故
郷
の
青
い
海
は

悠
々
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
夏
に
な
る
と
、
近
隣
の
友
達
と

連
日
海
に
行
っ
て
泳
い
だ
も
の
で
す
。

　

防
波
堤
の
先
端
か
ら
2
〜
3
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
下
の
海
面
目
指
し
て
飛
び
込
ん
だ

り
、
川
幅
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
泳
ぎ
渡
っ

た
り
、
水
中
に
潜
り
苦
し
い
息
の
中
で
5

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ハ
ゼ
を
ヤ
ス

（
金
突
）
で
取
っ
て
喜
ん
だ
り
、
幼
い
私

に
と
っ
て
は
冒
険
を
し
た
つ
も
り
で
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
体
の
皮
が
む
け
る
ま

で
遊
び
廻
っ
た
も
の
で
す
。

　

夕
方
に
は
近
く
の
み
か
ん
畑
へ
行
っ
て

土
中
か
ら
這
い
出
し
て
く
る
蝉
の
幼
虫

（
む
く
）
を
採
取
し
、
鳥
か
ご
等
に
入
れ

て
羽
化
さ
せ
た
り
す
る
の
が
日
課
で
し

た
。

　

秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
近
く
の
裏
山

に
は
夏
み
か
ん
が
段
々
に
植
え
ら
れ
た

畑
、
山
中
に
入
る
と
ア
ケ
ビ
等
が
た
く
さ

ん
取
れ
る
里
山
等
、
遊
ぶ
場
所
と
し
て
は

事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

野
荒
し
を
し
て
夏
み
か
ん
を
拝
借
し
た

り
、
田
ん
ぼ
に
入
り
カ
エ
ル
を
追
っ
か
け

た
り
、
雑
木
を
切
っ
て
木
刀
を
作
り
チ
ャ

ン
バ
ラ
遊
び
で
畑
の
中
を
か
け
廻
っ
た
り

し
て
随
分
と
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

高
校
を
卒
業
す
る
昭
和
38
年
頃
は
、
日

本
経
済
が
高
度
成
長
期
の
真
っ
只
中
で
、

友
達
の
大
多
数
は
京
阪
神
へ
就
職
し
、
故

郷
を
後
に
し
て
い
き
ま
し
た
が
私
は
都
会

へ
の
憧
れ
も
な
か
っ
た
し
、
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
衣
奈
を
出
て
生
活
し
て
い
く
勇
気

も
自
信
も
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
の
勧
め

る
由
良
町
役
場
に
就
職
し
て
以
来
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

平
素
の
生
活
や
職
務
の
中
で
「
故
郷
」

を
あ
ま
り
強
く
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
の

が
実
情
で
し
た
が
、
平
成
20
年
5
月
の
町

長
選
挙
に
立
候
補
し
町
民
の
支
持
を
受
け

て
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
政
推
進
の
基
本
方
針
と
し
て
「
ふ
る

さ
と
に
誇
り
と
活
力
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
万
葉
の
昔
か
ら
和
歌
に
も
詠
ま
れ
た
風

光
明
媚
な
景
観
を
有
し
、
紺
碧
の
海
、
白

い
岬
な
ど
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
由
良
町
、

更
に
「
金
山
寺
味
噌
」
や
「
醤
油
」
の
発

祥
の
地
で
あ
る
開
山
興
国
寺
な
ど
、
貴
重

な
文
化
財
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
故
郷
由
良

町
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
先

人
た
ち
が
愛
し
、
築
き
上
げ
た
貴
重
な
財

産
を
更
に
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
次
の
世

代
に
受
け
継
い
で
い
く
為
の
先
導
役
と
し

て
の
責
任
を
重
く
感
じ
な
が
ら
、
町
政
に

取
り
組
ん
で
い
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。

　

春
雨
に
映
え
て
眩
し
い
よ
う
な
薄
緑
や

緑
に
萌
え
る
新
緑
に
包
ま
れ
た
山
、
秋
に

は
黄
色
、
茶
色
に
紅
葉
し
た
木
々
に
混

じ
っ
て
ひ
と
き
わ
艶
や
か
な
ハ
ゼ
の
紅
色

な
ど
、
今
ま
で
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
の
里
山
を
眺
め

な
が
ら
職
場
に
向
か
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

畑は
た

中な
か

　雅ま
さ

央お

故
郷
に
想
う和

歌
山
県
由ゆ

良ら

町
長
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※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員生活協同組合の自動車共済に加入されている方に
限ります。

・掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。
・このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については取扱代理店（千里）または損保ジャパンの営業店にお問
い合せください。

◎１年間事故が無かった場合は、翌年の等級は１等級上がります。
　事故によって車両共済（保険）をご利用された場合は、事故件数１件につき３等級下がります。

〈 車 

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。 
詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパンにお問い合わせください。 
両 保 険 引 受 保 険 会 社 〉 ㈱ 損 害 保 険 ジ ャ パ 

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風・いたずら・盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！

○無事故による割引で新規から

○集団扱年一括払いによる割引で更に
○保険料分割払（ 回）も選択可能です。
（保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の５％割引の適用はありません。）

ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去３年間無事故の場合は、ノンフリート等級９等級からスタートします。
（保険料）割引％

％割引

　無料ロードサービスがついてきます。
　
　
　
　
　●バッテリー上がりや、キー閉じ込み、ガス欠など

無料ロードサ41
5

ご契約のお車が、事故・故障で自力走行できなく
なった場合、事前にロードアシスタンス専用デス
クにご連絡ください。JAFにお取り次ぎし、レッ
カーや30分程度の緊急修理などを手配します。

ン営業開発第２部第３課　03-3593-6456 SJ13-09078(2013.11.14作成）

大切なマイカーには…

のご加入がオススメです！
全国町村等職員の自動車共済 上乗せ  車両共済（保険）+




